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【背景】 

近年、血液透析（HD）患者への CERA の用法はメーカー推奨の 4 週に 1 回より短

くすべきとの報告がみられる。 

 

【目的】 

縦断研究により、HD 患者の CERA 投与間隔を隔週とし、CERA 投与量・薬価の減

量に繋がるかを検討する。 

 

【対象・方法】 

2011 年 10 月より CERA4 週に 1 回を開始した外来 HD 患者 95 名の、Hb・CERA 投

与量・網状赤血球（ret）を 1 年間追跡し、2012 年 10 月より CERA 2 週に 1 回

として CERA 投与量と薬価の変化をみた。鉄投与など他の治療因子は変更しなか

った。 

 

【結果】 

月 1 回投与時の平均 CERA 投与量は 138.2μｇであった。ret は月 1 回投与の場

合、投与 2 週間目に 2.21%であったが、4 週間目には 0.95%と低下したままでこ

のサイクルを繰り返した。隔週半量投与では ret は 1.51 と安定し、CERA 投与量

は減少傾向が伺われた。 

 

【考案】 

CERA の投与間隔は隔週が適切で、投与量と薬剤費の削減が期待される。 


